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ＧＩＧＡスクール構想の計画変更について 

 

 本市のＧＩＧＡスクール構想については、当初脆弱な通信環境を踏まえ、令和３年度から

６年度にかけて段階的に児童生徒１人１台環境を実現していくこととし、本年８月開催の教

育民生常任委員会で説明したところである。 

そうした中、ケーブルテレビ伝送路整備（ＦＴＴＨ化）によって、令和３年度中には概ね

すべての学校で、高速大容量通信が可能になることとなった。また、現在吉田中学校で行っ

ている実証事業では、ＩＣＴ機器を存分に使った授業が展開され、教職員間や生徒間の学び

合いも進んでおり、ＩＣＴ機器の整備によって、より一層の活用が大いに期待できることか

ら、段階的な整備計画を前倒して、本年度中に全児童生徒分の端末を整備することとし、１

２月補正予算において計上する。 

 

１．当初計画 

（１）整備年度・台数 

   令和３年度：中学校生徒分（約９００台）、教員分（約３００台） 

   令和４年度：小学校５・６年生児童分（約６００台） 

   令和５年度：小学校３・４年生児童分（約６００台） 

   令和６年度：小学校１・２年生児童分（約６００台） 

 

２．変更計画 

（１）整備年度・台数 

   令和２年度：小・中学校児童生徒分（約２，７００台）、教員分（約３００台） 

（２）整備費用（概算） 

   国庫補助分：２０２，０６９千円（うち国庫補助金８１，０００千円） 

         国庫補助は全児童生徒数の２／３（１，８００台）が補助対象 

   単 独 分：１２８，９３２千円 


